
満
州
の
思
い
出
　 

山
形
県
　
東
海
林
照
代
　 

女
子
勤
労
報
国
隊
員
と
し
て
渡
満
し
た
の
は
戦
況
も
押
し
迫
っ

た
昭
和
二
十
年
四
月
二
十
一
日
、
新
潟
か
ら
船
で
羅
津
港
に
上

陸
、
目
的
地
の
協
和
開
拓
団
に
着
い
た
の
は
五
月
五
日
、
私
達
は

こ
こ
で
故
郷
の
こ
と
を
内
地
と
呼
ん
だ
。

内
地
と
違
い
満
州
は
広
い
。
ア
メ
リ
カ
の
飛
行
機
も
飛
ん
で
こ

な
い
。
戦
争
に
関
係
な
い
国
に
来
た
よ
う
に
思
う
。
故
郷
を
遠
く

離
れ
て
、
ふ
と
淋
し
く
な
る
乙
女
の
心
を
慰
め
て
く
れ
た
。
た
ん

ぽ
ぽ
、
す
み
れ
、
母
子
草
、
内
地
か
ら
の
便
り
を
何
よ
り
の
楽
し

み
に
し
て
働
い
た
の
も
三
か
月
余
り
。
忘
れ
ら
れ
な
い
八
月
十
五

日
、
終
戦
は
あ
ま
り
に
も
早
く
や
っ
て
来
た
。
そ
し
て
世
の
中
は

一
変
し
た
。

昼
夜
の
別
な
く
突
然
や
っ
て
来
る
ソ
連
軍
。
捕
ま
っ
た
ら
大
変

と
、
そ
の
た
び
に
息
を
殺
し
て
隠
れ
た
草
原
、
ピ
ュ
ー
ピ
ュ
ー
と

頭
上
を
か
す
め
る
弾
丸
、
夜
空
の
星
を
眺
め
な
が
ら
野
宿
の
連

続
、
そ
ん
な
時
に
は
、
故
郷
恋
し
さ
に
流
す
涙
が
冷
た
く
な
っ
て
、

万
一
の
と
き
に
と
い
つ
も
持
っ
て
い
る
青
酸
カ
リ
を
握
り
締
め

た
。運

悪
く
銃
弾
に
当
た
っ
て
倒
れ
た
人
、
病
気
で
倒
れ
る
友
、
顔

を
き
れ
い
に
洗
っ
た
だ
け
で
も
、
ソ
連
兵
に
連
れ
て
行
か
れ
て
も

よ
い
の
か
と
大
声
で
怒
鳴
ら
れ
た
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

故
郷
に
帰
る
あ
て
も
な
く
、
毎
日
の
よ
う
に
逃
げ
回
り
、
食
べ

物
は
粟
、
高
梁
、
す
い
と
ん
、
南
瓜
の
茎
な
ど
何
で
も
食
べ
ら
れ

る
も
の
を
探
し
て
食
べ
た
が
、
団
員
の
方
々
の
暖
か
い
励
ま
し
に

よ
っ
て
私
達
も
少
し
ず
つ
明
る
く
元
気
に
な
っ
て
戦
後
の
混
乱
の

中
で
一
年
を
過
ご
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
引
き
揚
げ
の
指
令
を
聞
い

た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た
。
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
と
手
を
取
り

合
っ
て
泣
い
た
。

命
が
け
の
一
年
間
、
も
う
二
度
と
訪
れ
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う

協
和
の
村
に
別
れ
を
告
げ
た
八
月
下
旬
、
健
康
に
感
謝
し
な
が
ら

歩
い
た
道
程
四
十
里
、
屋
根
も
な
い
汽
車
に
乗
せ
ら
れ
、
入
浴
な

ど
二
か
月
目
に
一
回
ぐ
ら
い
あ
っ
た
ろ
う
か
。
晩
秋
の
寒
さ
身
に

し
む
十
一
月
八
日
、
山
形
県
楯
岡
駅
に
着
い
た
。

私
の
余
り
に
も
哀
れ
な
姿
。
あ
れ
か
ら
四
十
五
年
。



今
、
子
供
達
に
、
日
本
で
は
何
人
ぐ
ら
い
戦
争
の
た
め
に
死
ん

だ
と
思
う
か
と
聴
い
て
も
全
然
わ
か
ら
な
い
。
ま
し
て
日
本
の
軍

人
の
戦
死
以
外
の
、
満
州
に
い
た
、
日
本
人
の
地
方
社
会
人
の
支

社
の
数
と
、
日
本
人
の
資
産
の
全
部
が
喪
失
し
た
損
害
な
ど
考
え

も
つ
か
な
い
だ
ろ
う
。

二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
、
戦
争
の
悲
惨
と
如
何

に
無
駄
で
あ
る
か
を
後
世
に
伝
え
る
責
任
を
切
に
思
う
こ
と
し
き

り
で
あ
る
。

拓
友
と
妻
の
霊
位
に
さ
さ
ぐ　 

山
形
県
　
佐
藤
貞
彦
　 

昭
和
十
六
年
四
月
拓
務
省
の
青
少
年
義
勇
軍
の
教
師
、
幹
部
と

し
て
内
原
訓
練
所
第
十
六
中
隊
に
奉
職
、
日
本
国
の
生
命
線
満
州

国
の
五
族
協
和
、
北
辺
の
鎮
護
、
食
糧
増
産
の
国
策
に
感
動
し
て

渡
満
し
ま
し
た
。
十
六
中
隊
の
名
称
が
太
田
中
隊
と
改
称
さ
れ

た
。
十
七
年
に
結
婚
、
十
八
年
長
男
誕
生
。

昭
和
十
九
年
五
月
宝
清
縣
に
太
田
中
隊
が
第
四
次
羽
陽
義
勇
隊

開
拓
団
と
改
称
さ
れ
入
植
移
行
し
、
妻
子
を
団
に
残
し
て
七
月
十

日
関
東
軍
に
応
召
、
吉
林
省
双
河
縣
で
終
戦
、
ソ
連
兵
に
捕
え
ら

れ
、
シ
ベ
リ
ヤ
で
労
役
、
二
十
一
年
四
月
釈
放
さ
れ
た
。
十
日
後

ハ
ル
ビ
ン
に
た
ど
り
着
き
、
日
本
人
会
で
羽
陽
義
勇
隊
開
拓
団
は

阿
城
に
居
る
と
知
っ
た
。
二
百
三
十
人
の
団
員
は
根
こ
そ
ぎ
召

集
、
団
員
と
花
嫁
約
五
十
人
と
太
田
団
長
一
人
が
閉
団
し
避
難
し

て
い
た
。
妻
は
子
供
を
連
れ
避
難
中
、
団
員
と
離
れ
、
関
東
軍
の

将
校
斥
候
下
に
加
わ
り
、
妻
は
子
供
を
抱
き
な
が
ら
小
銃
で
交

戦
、
負
傷
し
た
。
二
十
一
年
五
月
ハ
ル
ビ
ン
日
本
人
会
を
通
じ
て

妻
子
と
再
開
、
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
ほ
ど
な
く
愛
生
孤
児
園
で
長

男
栄
養
失
調
で
死
亡
、
遺
髪
を
う
け
た
。
七
月
に
妻
は
将
校
斥
候

に
再
度
加
わ
り
銃
で
交
戦
し
負
傷
が
原
因
で
戦
死
し
た
。
我
々
は

二
十
一
年
七
月
阿
城
難
民
収
容
所
に
日
本
人
会
の
案
内
で
着
く
。

団
員
は
■
か
十
人
と
再
会
、
同
年
九
月
十
八
日
実
家
で
あ
る
山
戸

村
に
引
揚
げ
る
。

拓
友
と
妻
子
の
霊
を
照
霊
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
熟
慮

し
た
結
果
、
農
業
学
校
や
農
業
指
導
で
学
ん
だ
造
林
で
、
山
林
の

公
益
機
能
た
る
大
気
の
浄
化
、
酸
素
の
供
給
、
水
資
源
の
函
養
、

国
土
の
保
全
等
の
公
益
機
能
で
昇
天
の
霊
界
も
世
界
各
国
が
い
と




